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Ⅰ. 背景と目的

三重県における針広混交林化施業のポイント

－風倒害を回避しながら高木性広葉樹を侵入させるための更新初期技術－
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■針広混交林化のためには，なぜ強度な間伐が必要か？

Ⅱ. 間伐と光の関係
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■風倒害の形態とそれを回避するための従来の知見

Ⅲ. 樹木の耐風性を考慮した間伐
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■風害の発生を力学的に考える
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■現実林分への適用例
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■三重県の人工林にはどのような高木性広葉樹が侵入しているのか？

Ⅳ. 人工林に侵入した高木性広葉樹稚樹と侵入予測
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■高木性広葉樹の稚樹数にはどのような要因が影響しているのか？

■高木性広葉樹の侵入予測
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樹高10cm以上の稚樹数（本/100m2）
= exp[ 0.0797（切片）

- 0.0023×隣接広葉樹林の林縁までの距離(m)                 
+1.1202×樹種*
- 0.0058×標高(m)
+0.0008×年間降水量(mm) 
+0.0212×斜面の傾斜(°) 
+0.0433×地上高1.2mの相対照度(%)  
+0.3425×再拡別**  ]

* スギなら0，ヒノキなら1を入れてください
**  拡大造林なら0，再造林なら1を入れてください

常緑広葉樹の稚樹数予測式

アカガシ

アラカシ

アカガシ、アラカシ、ウラジロガシ、シイ、
タブノキ、カゴノキ、ヤブニッケイ、シロダモなど

樹高10cm以上の稚樹数（本/100m2）
= exp[ 0.0797（切片）

- 0.0023×隣接広葉樹林の林縁までの距離(m)                 
+1.1202×樹種*
- 0.0058×標高(m)
+0.0008×年間降水量(mm) 
+0.0212×斜面の傾斜(°) 
+0.0433×地上高1.2mの相対照度(%)  
+0.3425×再拡別**  ]

* スギなら0，ヒノキなら1を入れてください
**  拡大造林なら0，再造林なら1を入れてください

常緑広葉樹の稚樹数予測式

アカガシ

アラカシ

アカガシ、アラカシ、ウラジロガシ、シイ、
タブノキ、カゴノキ、ヤブニッケイ、シロダモなど
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常緑樹

落葉樹
標高300m 標高700m

広葉樹林からの距離100m，ヒノキ，再造林，傾斜35°，林齢35年，年間降水量2500mmの場合

稚樹数を30本
以上確保するに
はこれくらいの
相対照度必要

図 14．予測式を用いてシミュレートした相対照度と高木性広葉樹稚樹数の関係 

樹高10cm以上の稚樹数（本/100m2）
= exp[ -1.2598（切片）

- 0.0022×隣接広葉樹林の林縁までの距離(m)                 
+1.2284×樹種*
+0.0022×標高(m)
- 0.0013×年間降水量(mm) 
+0.0297×斜面の傾斜(°) 
+0.1074×地上高1.2mの相対照度(%)  
+0.0292×林齢(年)  ]

* スギなら0，ヒノキなら1を入れてください

落葉広葉樹の稚樹数予測式
アオハダ、アカメガシワ、ウリハダカエデ、
カナクギノキ、コナラ、クリ、ヤマザクラ、
シデ、カナクギノキ、マルバアオダモなど

ウリハダカエデ

コナラ樹高10cm以上の稚樹数（本/100m2）
= exp[ -1.2598（切片）

- 0.0022×隣接広葉樹林の林縁までの距離(m)                 
+1.2284×樹種*
+0.0022×標高(m)
- 0.0013×年間降水量(mm) 
+0.0297×斜面の傾斜(°) 
+0.1074×地上高1.2mの相対照度(%)  
+0.0292×林齢(年)  ]

* スギなら0，ヒノキなら1を入れてください

落葉広葉樹の稚樹数予測式
アオハダ、アカメガシワ、ウリハダカエデ、
カナクギノキ、コナラ、クリ、ヤマザクラ、
シデ、カナクギノキ、マルバアオダモなど

ウリハダカエデ

コナラ
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Ⅴ. 強度間伐後の高木性広葉樹侵入パターン
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■風倒害を起こさずに間伐を進めるために

■人工林に高木性広葉樹を侵入させるために

Ⅵ. まとめ
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